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研修の目的（「何を体験したか、そこから何を学びたいか」等、研修開始前に自身が目的としていたこと） 

・地産地消の仕組み作りについて 

・魅力的な商品開発について 

・道の駅の仕組みを学ぶ 

 

研修の内容（特に印象に残っていること、実際の体験内容等） 

極上の会津プロジェクト「会津自慢ブログ（仮）」の取材。10 件の課題を与えられて取材させていただい

たのだが、自由に物件を選ばせてもらったおかげで「地産地消を学ぶ」という研修の目的の下、気になる

レストランや店舗でいろいろな話を伺い、多く学ばせていただいた。 

 道の駅たまかわでの研修。常識を覆すような小さな道の駅での２日間の研修は、とてもためになった。

今後の仕事に生かすべく、自分なりにまとめて消化しているところである。 

 

研修の目的の達成状況 

日誌を元に報告書をまとめ、現在道の駅たまわか等数箇所を別個まとめているところである。 

道の駅かわまたに関しては、数日中に伺い、最後の研修としたく思っている。 

 

研修全体の総評（自由記入） 

自分なりに目的以上のものを得ることができ、関係者の方々にとても感謝している。 

４月から道の駅を運営する第三セクターで仕事をすることになっており、町ぐるみ地産地消を課題として

与えられているが、そのための多くのヒントをいただいた。規模や金額がとても大きいのでどのように対

応していくか消化しきれないでいるが、春までにプランニングするいい材料をたくさん与えていただいた

と思っている。今後、会津で関わった方々とも連携し、いろいろ教えていただきながら仕事を進めていき

たい。 

当初は四万十ドラマさんで研修させていただきたいと思っていたが、会津でそれ以上のものが得られたと 

思う。仕事が始まったら、関係者をいろどりさんや四万十ドラマさんに送り込んでみたいとも考えている

が、いずれにせよ、どちらもよい研修の場であることは間違いないと確信している。 

 


